










































































に開館したグルノーブルの「文化の家」は 反戦、反植民地主義、高度資本主義管理体制へ 批判などを包含した五月革命後の同年夏 ら本格的に活動を開始し、当初の文化省の構想とは異なる方向性の事業を展開した。そこでは、リベラシオン後の一九四五年に市民団体連合によって設置されて約三年間図書館、講演会、討論会 映画上映、展覧会などを企画運営したもう一つ 「グルノーブル文化の家」の経験も参照されてい 。































後において奮闘する自治体が検証される。強力なリーダーシップを持つ兼職首長のもと リール市とノール＝パ・ド・カレ地域圏が文化を地域経済再生の原動力とみなした取り組みは、経済と文化を結びつけたミッテラン政権内で地方分権化後の自治体文化政策の模範例とされた。市長交代にもかかわらず による経済発展を実現させたマルセイユと合わせて、都市文化政策が地域経済発展の実現の手段と見なされて急速に戦略化 実態が確認されている。「終章
　
都市文化政策の課題」では、 「文化的発









文化省予算は倍増し、その後 国の文化政策の基盤が築かれた。第一次地方分権化改革によ て化は自治体の自由裁量に委ねられ、文化省は国合意した事業計画と自治体投入予算額を めて助成を行う方式を選択し、両者の協力内容を明文化して契約を取り交わす文化的発展協定が数多く成立した。このように中央の 省が地方の自治体文化政策を支える分権化のプロセスに先鞭をつけたのは、文化省内でグルノーブル出身者を中心構成された「 的発展局
（ＤＤＣ）
」
（一七〇頁）
だった。一方文化大臣に任命されたジャック・ラングは、それまでの社会党政権 文化政策の基本理念だった「個人と集団の発意を増す」
（一五八頁）

ことに加え、 「文化と経済を結びつける」
（一六一
